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監督あいさつ

平素はCURUSADERSに温かいご声
援、ご支援を賜りまして誠にあり
がとうございます。

昨年度、３年ぶりに悲願の一部昇
格を果たして最高の結果でシーズ
ンを終えました。
本当に厳しい４年間の過ごした４
回生が報われた瞬間だったと同時
に、昨年のチームを一部で戦わせ
てあげたかったという気持ちでし
た。

その４回生の想いを継承し、もう
一度作り上げていくという意味で
Build Upというスローガンを掲げ
て新チームがスタートしました。
多くの主力が卒業して、人数もギ
リギリの状況。この人数ではフッ
トボールの継続が厳しい状況の中
での活動を余儀なくされました。

どんな練習よりも勧誘を重視して、
準備活動を行い選手・スタッフ合
わせて30名近い新入部員が仲間に
なってくれました。一人一人の能
力が高く期待を抱かせてくれてい
ます。

私自身アメフト関わって20年近く
なりますが、ここまで人員不足の
シーズンは初めてであり、ほぼ全
ての選手がオフェンス、ディフェ
ンスの両面での出場となり試合は
OBの力を借りないとできませんで
した。それでも愛知大学、名古屋

商科大学、上智大学の３戦を経験
できたことは大きな経験になりま
した。

今のままでは、１部では戦えない。
それを全員が危機感として感じ、
トレーニング、戦術、走り込みか
らすべての取り組みを見直して、
戦えるチームに変えていきます。

期待の持てる１回生の成長と夏の
練習を経て秋リーグで生まれ変
わった姿をお見せしたいと思って
おります。

少人数でも言い訳をしないと主将
の池戸はシーズンインで言いまし
た。本当に想像以上の厳しい中で
ギリギリ耐えている現状を打破し
て、頑張っている学生たちが最後
にやり切った経験ができるように
コーチ一同関わってまいります。

変わらぬご声援、ご支援賜ります
よう何卒宜しくお願い申し上げま
す。

【近藤賢一プロフィール】
2002年南山大学アメリカンフットボール部
に入部。WRとして１回生から出場。４回
生時にはベストイレブンに選出。その後複
数の社会人チームに所属。ALL X2にも選出。
最後は名古屋サイクロンズで現役生活を終
え、ヘッドコーチに就任。2021年より監督
に就任し2年目のシーズンを迎える。

南山大学アメリカンフットボール部

監督 近藤賢一
2002年 南山大学アメリカン

フットボール部入部
2005年 東海学生リーグ優勝
2006年
～2017年 名古屋サイクロンズ

オービックシーガルズ
ウォリアーズ（X2）

2018年 ヘッドコーチ就任
2021年 監督就任

一部で戦えるチームをゼロから再構築
昨年の継承から
新しいチームへのBuild Up！
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本年度のCRUSADERSの活動に
支援を頂いている企業様です。
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ユニットリーダーメンバー紹介

昨年、1部リーグ昇格を果たしたCRUSADERSですが、主力の多くが引退し、厳しい状態にありました。
春シーズンの試合では、格下チームを相手に惨敗したことで、自分達のアメフトへの向き合い方を見直すきっ

かけになりました。自分たちの強みはなんなのか、どう戦っていけばいいのか、現状をどう打破していくのか。
たくさんのことをチーム全体で考えてきました。
その話し合いを通じて、主務として、スタッフとして、そして1人の部員として、プレイヤーたちを最後まで

支えていきたいと強く感じました。
秋リーグからは1年生を新戦力として迎え、22CRUSADERS全員で戦っていくことになります。チームのス

ローガンである Build up を体現し、チーム全体の底上げを目指しています。
しかし、1年生を入れても1部リーグの中では圧倒的に人数が少ないチームです。それでも、一人一人が持つ

意地とプライドはどこにも負けないようなチームをつくり、全力で1部の座を守り抜きます。
今後とも変わらぬご支援・ご声援のほどよろしくお願いいたします。

昨シーズンは、長くCRUSADERSの目標であった東海１部リーグに昇格を達成することができました。しかし、
主力の多くが抜けてしまい現役の部員は試合経験の少ないメンバーばかりです。また、これまでのポジションに
加えて、オフェンス・ディフェンスともに出場するプレイヤーが増え、部員の多くは今まで経験したことがない
ポジションを兼任しています。
そのためスローガンである「Build up」のもと、一人一人の体づくりから見直し、個人が主体性を持って行動

し、１部リーグで戦い抜けるチーム作りをしていきます。グラウンド内外でユニット、パートそれぞれで活発に
コミュニケーションを取っていくことで、チームとしての完成度が高まっていくと考えます。そして誰からも応
援され、活気があるチームになれるよう副将として尽力していきます。
また、今年の春に入部してくれた新入生を含めた下回生に、技術面だけでなく、熱い"クルセイダーズ魂"を

「継承」していけるよう幹部や４回生が中心となって1年間走り抜きます。
フットボールを全力で楽しみ、最高のシーズンを送れるように、選手・スタッフ・コーチが一丸となってチー

ムを作り上げていきます。
今後ともご支援ご声援のほどよろしくお願いします。

昨年度、２部リーグに降格してからチームとして目標に掲げていた１部昇格を果たすことができ、取り組んで
きたことが表現できた結果となりました。しかし、主力として出場していたメンバーが引退し、今年度は経験の
少ないプレーヤーが多く在籍しています。そこで、これから先、１部リーグに所属するチームとして勝ち続けら
れるよう、今年度目標に掲げる「築き上げる」ことに取り組んで参ります。そのために、結果を出し続けること
ができるチームを築き上げていくという意味が込められた「Build up」というスローガンに対し、チーム全員
が理解し取り組む姿勢を大切にしていかなければなりません。
私たちに与えられた１部リーグでの挑戦において、これまで１部の舞台で戦うことのできなかった先輩方の思

いを背負い、応援してくださる方々への感謝の気持ちを忘れず、チームとして真摯に取り組んでいきます。また、
プレーヤー・スタッフ全員が本気でチャレンジできる環境にしていくために、副将としてチームを導き支えてい
けるようチームのスローガンを体現して参ります。
今年度も熱いご声援をよろしくお願い致します。

今年度、2022 CRUSADERSが掲げる目標は「継承」です。「継承」には、これまで先輩方が作り上げてきた
CRUSADERSを、アメフトにかける思いを、培ってきた知識を、受け継ぎ紡いでいくという思いが込められてい
ます。
そして、この目標を達成するためにスローガンは『Build Up』としました。そのままの意味としては、築き上

げる、増進する、などの意味があります。具体的な目標として掲げている上位3校に入ることを達成するために
は、まずフィジカルの増強が必要となる事、そして今年度のチームが勝つだけではなく、これからの南山が勝ち
続けられる基礎を作り上げる、という意味をもって決定しました。1部リーグで勝ち続けられるチームになるた
めの知識、思いを受け継ぎ、より強化して築き上げていきます。
そのためには、今まで以上にチームが1つの方向を向き進むこと、人数が少ない分、1人1人が自分がチームを

引っ張るという意識、主体性を持つことが必要不可欠だと考えています。「どうすれば成長できるのか、何が必
要なのか」と全員が日々の中で当たり前に考えられる環境を作りあげられるよう、意識の声掛けを積極的に行い
続けます。4年目である今年度、特別な思いを持ち、いつでもチームを鼓舞し続ける "熱源"であり続け、必ず目
標を達成致します。
いつも応援してくださっている皆様、今年度もチーム一丸となり頑張って参りますので、応援の程よろしくお

願いします。

昨シーズンのディフェンスは個人個人の能力も高く個人の役割を守り相手チームのオ
フェンスをシャットアウトしてきました。そしてユニットとして相手チームを圧倒し、入れ
替え戦に勝利し1部昇格を達成できました。しかし、主力となった4回生は卒業し、チームと
しても大幅な戦力ダウン、人数減少してしまい、厳しい戦いが続くことが予想されます。
フィジカルアップは当然のこと今年のディフェンスは1人1人の選手が考えてプレーをし、1
プレーにこだわりアグレッシにプレーします。ディフェンスからチームを引っ張ります。ご
声援の方よろしくお願いします。

昨年度キックユニットは、キックにおけるプレーヤーの基礎技術やスキル技術の水準を上げ、
安定感のあるプレーを実現させることのできるユニットを目指し取り組んできました。昨シーズ
ンの入れ替え戦では、反則とはなりましたが、リターンによりエンドゾーンまでボールを運ぶプ
レーもあり、ユニットとしてのビッグプレーは前のシーズンを超えることが出来ました。

今年度の取り組みとして、人数の少ないチーム状況において、キックの重要度を下げること
なく、チームのベースとしての堅実なユニットを目指し取り組んでいきます。１部リーグへの挑
戦となる今シーズンでは、昨年よりも難しい試合が続く中で、チームのフットボールポジション
を優位に立たせ、試合の流れを引き寄せます。キックが試合結果に直結していることを表現でき
るユニットを見せます。

今年度OFリーダーを務めさせていただきますWR#11の今井達也です。今年度はコロナウイル
スの影響により新歓が思うようにいかず、部員も少ない状況ではありますが、それを言い訳にす
ることなく今年のオフェンスを組み立てたいと思います。部員が少ない分個々人の果たす役割は
増えると思いますがチームミーティングを重ねることで全員がそれを達成できるように責任を
持って取り組みます。今年のスローガンである「Build Up」とはチーム全体を新しく、強固に作
り上げるという意味が込められています。上階生、下階生全員でこのスローガンを果たし、一部
でも戦い抜けるよう全力で努めたいと思います。またこのスローガンを達成出来るように、オ
フェンスリーダーとして自分が一番先頭で皆を牽引できる存在でいれるよう私自身一番責任を
もってアメリカンフットボールに取り組みたいと思います。今年度もご支援、ご声援をよろしく
お願い致します。

主将 池戸宏匡

主務 母袋利輝也

副将 中島秀斗

副将 尾西優駿

OFリーダー 今井達也

DFリーダー 澤田雄介

KICKリーダー 尾西優駿
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昨シーズンは、長くCRUSADERSの目標であった東海１部リーグに昇格を達成することができました。しかし、
主力の多くが抜けてしまい現役の部員は試合経験の少ないメンバーばかりです。また、これまでのポジションに
加えて、オフェンス・ディフェンスともに出場するプレイヤーが増え、部員の多くは今まで経験したことがない
ポジションを兼任しています。
そのためスローガンである「Build up」のもと、一人一人の体づくりから見直し、個人が主体性を持って行動

し、１部リーグで戦い抜けるチーム作りをしていきます。グラウンド内外でユニット、パートそれぞれで活発に
コミュニケーションを取っていくことで、チームとしての完成度が高まっていくと考えます。そして誰からも応
援され、活気があるチームになれるよう副将として尽力していきます。
また、今年の春に入部してくれた新入生を含めた下回生に、技術面だけでなく、熱い"クルセイダーズ魂"を

「継承」していけるよう幹部や４回生が中心となって1年間走り抜きます。
フットボールを全力で楽しみ、最高のシーズンを送れるように、選手・スタッフ・コーチが一丸となってチー

ムを作り上げていきます。
今後ともご支援ご声援のほどよろしくお願いします。

昨年度、２部リーグに降格してからチームとして目標に掲げていた１部昇格を果たすことができ、取り組んで
きたことが表現できた結果となりました。しかし、主力として出場していたメンバーが引退し、今年度は経験の
少ないプレーヤーが多く在籍しています。そこで、これから先、１部リーグに所属するチームとして勝ち続けら
れるよう、今年度目標に掲げる「築き上げる」ことに取り組んで参ります。そのために、結果を出し続けること
ができるチームを築き上げていくという意味が込められた「Build up」というスローガンに対し、チーム全員
が理解し取り組む姿勢を大切にしていかなければなりません。
私たちに与えられた１部リーグでの挑戦において、これまで１部の舞台で戦うことのできなかった先輩方の思

いを背負い、応援してくださる方々への感謝の気持ちを忘れず、チームとして真摯に取り組んでいきます。また、
プレーヤー・スタッフ全員が本気でチャレンジできる環境にしていくために、副将としてチームを導き支えてい
けるようチームのスローガンを体現して参ります。
今年度も熱いご声援をよろしくお願い致します。

今年度、2022 CRUSADERSが掲げる目標は「継承」です。「継承」には、これまで先輩方が作り上げてきた
CRUSADERSを、アメフトにかける思いを、培ってきた知識を、受け継ぎ紡いでいくという思いが込められてい
ます。
そして、この目標を達成するためにスローガンは『Build Up』としました。そのままの意味としては、築き上

げる、増進する、などの意味があります。具体的な目標として掲げている上位3校に入ることを達成するために
は、まずフィジカルの増強が必要となる事、そして今年度のチームが勝つだけではなく、これからの南山が勝ち
続けられる基礎を作り上げる、という意味をもって決定しました。1部リーグで勝ち続けられるチームになるた
めの知識、思いを受け継ぎ、より強化して築き上げていきます。
そのためには、今まで以上にチームが1つの方向を向き進むこと、人数が少ない分、1人1人が自分がチームを

引っ張るという意識、主体性を持つことが必要不可欠だと考えています。「どうすれば成長できるのか、何が必
要なのか」と全員が日々の中で当たり前に考えられる環境を作りあげられるよう、意識の声掛けを積極的に行い
続けます。4年目である今年度、特別な思いを持ち、いつでもチームを鼓舞し続ける "熱源"であり続け、必ず目
標を達成致します。
いつも応援してくださっている皆様、今年度もチーム一丸となり頑張って参りますので、応援の程よろしくお

願いします。

昨シーズンのディフェンスは個人個人の能力も高く個人の役割を守り相手チームのオ
フェンスをシャットアウトしてきました。そしてユニットとして相手チームを圧倒し、入れ
替え戦に勝利し1部昇格を達成できました。しかし、主力となった4回生は卒業し、チームと
しても大幅な戦力ダウン、人数減少してしまい、厳しい戦いが続くことが予想されます。
フィジカルアップは当然のこと今年のディフェンスは1人1人の選手が考えてプレーをし、1
プレーにこだわりアグレッシにプレーします。ディフェンスからチームを引っ張ります。ご
声援の方よろしくお願いします。

昨年度キックユニットは、キックにおけるプレーヤーの基礎技術やスキル技術の水準を上げ、
安定感のあるプレーを実現させることのできるユニットを目指し取り組んできました。昨シーズ
ンの入れ替え戦では、反則とはなりましたが、リターンによりエンドゾーンまでボールを運ぶプ
レーもあり、ユニットとしてのビッグプレーは前のシーズンを超えることが出来ました。

今年度の取り組みとして、人数の少ないチーム状況において、キックの重要度を下げること
なく、チームのベースとしての堅実なユニットを目指し取り組んでいきます。１部リーグへの挑
戦となる今シーズンでは、昨年よりも難しい試合が続く中で、チームのフットボールポジション
を優位に立たせ、試合の流れを引き寄せます。キックが試合結果に直結していることを表現でき
るユニットを見せます。

今年度OFリーダーを務めさせていただきますWR#11の今井達也です。今年度はコロナウイル
スの影響により新歓が思うようにいかず、部員も少ない状況ではありますが、それを言い訳にす
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増えると思いますがチームミーティングを重ねることで全員がそれを達成できるように責任を
持って取り組みます。今年のスローガンである「Build Up」とはチーム全体を新しく、強固に作
り上げるという意味が込められています。上階生、下階生全員でこのスローガンを果たし、一部
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もってアメリカンフットボールに取り組みたいと思います。今年度もご支援、ご声援をよろしく
お願い致します。

主将 池戸宏匡

主務 母袋利輝也

副将 中島秀斗

副将 尾西優駿

OFリーダー 今井達也

DFリーダー 澤田雄介

KICKリーダー 尾西優駿



DB #8 WR #11 RB #21 DB #23

DL #76OL #73LB #51RB #24

DL #99 AS #08

プロフィール

おにしゆうま

尾西優駿
・172/76
・東山

・サッカー

いまいたつや

今井達也
・173/78
・南山

・アメフト

あかおかたくと

赤岡拓都
・160/76
・天白

・硬式野球

なかしましゅうと

中島秀斗
・178/77
・一宮西

・バスケットボール

とみたれお

冨田怜央
・163/66
・大成

・サッカー

ほりうちゆうた

堀内雄太
・169/86
・新川

いけどひろまさ

池戸宏匡
・176/102
・新川

・硬式野球

にいみりゅうのすけ

新美龍之助
・176/84
・半田
・バレー

さわだゆうすけ

澤田雄介
・171/83
・南山

・アメフト

もたいりきや

母袋利輝也
・昭和
・水泳

SENIOR（４回生）

・身長/体重
・出身校
・出身部活
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WR #3 DB #9 WR #10 QB #16

MG #039LB #39RB #31

JUNIOR （３回生）

プロフィール

一人を、ひとつを ありがとう

名古屋支店営業部長池谷 悟(90生)

リスクマネージメント/損害・生命保険業務

株式会社 インシュアランス サービス
〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦1-6-5 名古屋錦シティビル10F
TEL 052-202-0811 FAX 052-202-0812
URL http://www.inss.jp
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TEL 052-202-0811 FAX 052-202-0812
URL http://www.inss.jp

にしおかたいぞう

西岡泰蔵
・179/79
・智弁学園
・硬式野球

サルワルム
ムハンマドアマール

・171/70
・GCG(PAK)
・クリケット

しみずひろか

清水大翔
・165/69
・安城東
・硬式野球

すぎとひなと

杉戸日向人
・178/79
・昭和

・硬式野球

くりもとかほ

栗本夏帆
・聖霊

・バドミントン

あだちゆうご

安達祐護
・松蔭

・サッカー

やまだけんたろう

山田健太郎
・164/65
・松蔭
・陸上
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QB #12 WR #17LB #5 DL #66

MG #016MG #014AS #05AS #01

SOPHOMORE（２回生）

TR #023 TR #028 MG #038

プロフィール

写真でのこすあなたの歴史

ヤマウチ写真場
〒471-0027 豊田市喜多町3-88-1

TEL（0565）-33-1671

みずのふみと

水野史登
・170/63
・南山

しばたあやな

柴田彩那
・千種

さかきばらみつき

榊原光輝
・172/73
・刈谷

・サッカー

いちかわそうま

市川颯馬
・167/80

・愛知教育大学附属
・バスケットボール

はやしゆかこ

林由佳子
・明和
・弓道

いしだあやか

石田綾香
・南山
・スキー

きむらまりか

木村鞠花
・南山国際

いまいななは

今井七葉
・菊里

・女子サッカーMG

おがわともき

小川大輝
・170/62
・南山

はるきことみ

春木琴美
・松坂

・ラグビーMG

おおしたさあや

大下紗采
・一宮西
・新体操

山内盛雅（04生)
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・野球
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藤枝快斗
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・180/82
・各務原西・野球

ふじいこう

藤井康
・179/91
・淳心学院・野球
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・175/85
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からまつらいか
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・松蔭

・バドミントン

くさのはるか
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・ハンドボールMG
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古澤未咲
・刈谷北
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かとう

加藤ちひろ
・聖カピタニオ女子

・料理

うづやま

宇津山こなみ
・浜北西

・ボランティア

わたなべまい

渡邉真衣
・桜花学園

・ESS

まつざきひなこ

松崎日菜子
・四日市

・硬式テニス

いずはらしょうこ

伊豆原頌子
・聖霊

たけなかあやか

竹中彩嘉
・旭野
・テニス

おくだしゅんすけ

奥田竣祐
・182/62

・名城大学附属
・バスケットボール

さくらばやしあいこ

櫻林愛子
・聖霊
・聖歌隊

さかもとももな

坂本百菜
・清林館

OL #56DL #42 DL #75LB #33

AS #027

AS #046 MG #099TR #076TR #031
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Line Backer

Defense Back

DLはディフェンスの最前線に位置し、ランとパス
どちらのプレーにも絡むことができるポジションで
す。ランプレーでは、オフェンスのアサイメントを
破壊し、ボールを持つキャリアに向かってロスタッ
クルを狙います。パスプレーでは、OLのパスプロテ
クションを抜けQBサックを狙いに行きます。そのた
めDLは多くのプレーに絡むことができます。DLから
プレーを盛り上げて、試合の流れをつくっていくの
で、試合ではDLの活躍に注目してください！

DLリーダー #76 新美龍之助

LBはDFの中心に位置しており、ランプレーとパスプ
レーの両方に参加する必要があります。そのため、オ
フェンスラインと戦うパワー、レシーバーやランニング
バックと競り合うスピードが求められるポジションです。
また、周りのプレイヤーとコミュニケーションを取り合
い、試合展開に合わせて指示を出すなどDFの司令塔で
もある花形ポジションです。

LBリーダー #51 堀内雄太

DBは、ディフェンス陣の1番後ろに位置し、まさに
「最後の砦」です。相手オフェンスのパスを防いだり、
鋭いタックルでランプレーを封じ込めるポジションです。
スピード、クイックネスに加え、広い視野や冷静な判断
力が必要となる為チームの中のアスリートが多いポジ
ションとなります。試合の中ではハードなタックルや相
手のQBから投げられたパスをDBがキャッチすることで
攻守が入れ替わるインターセプトなどで会場を沸かせま
す。DBの活躍でゲームの流れを掴みます！

DBリーダー #9 西岡泰蔵
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ポジション紹介

OFFENSE UNIT

Offense Line

OLは主に攻撃時にブロックをする役割を持っています。ラン
プレー時にはRBやQBの通る道をあけ、パスプレー時にはボール
を投げるQBを相手DFから守ります。攻撃において、OLが強い
かどうかそのチームのオフェンスが強いかどうかが変わってく
るほど重要な役割となるので、チームの中で1番プレーの理解を
深めることはもちろん、相手DLを押し込む強い体に加え、瞬時
に物事を判断する高い頭脳が必要となります。
オフェンスを引っ張るプライドと責任をもって練習に取り組

みます。

OLリーダー #73 池戸宏匡

Wide Receiver

WRはパスプレイでQB（クォーターバック）のターゲットとして
オフェンスの両翼をこなすポジションです。相手ディフェンスの
マークを振り切るスピードはもちろん、空中戦を制するジャンプ力
と確実なキャッチ力、さらには正確にパスルートを走る能力も必要
とされます。相手ディフェンスを振り切り、ロングパスキャッチを
決めたときは、他では得がたい快感がありますが、同時にOL(オ
フェンスライン)がパスプロしてQBが投げてくれたボールを確実に
取らなければならない責任のあるポジションでもあります。

WRリーダー #10 清水大翔
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Running Back

RBは、QBからハンドオフやパスでボールをもらい、
ボールキャリアとしてタックルしてくるディフェンスをか
わしながら、エンドゾーンを目指して陣地を獲得していき、
TDを目指す花形のポジションです。爆発的なスピードで
ディフェンスを置き去りにすることだけでなく、敵の激し
いタックルに負けないタフさと貪欲さ、そして味方の切り
拓く走路を見つける能力も必要とされるポジションです。

RBリーダー #31 山田健太郎

Quarter Back

QBというポジションはよく「オフェンスの司令塔」とい
う言葉で表現されます。どんな時でもオフェンスの中心に
たち、常に冷静に確実なプレーを繰り返す事で、タッチダ
ウンに導くポジションです。ほかのポジションよりも多く
の責任と重圧がのしかかるポジションですがオフェンスの
花形でとてもカッコイイです。

QBリーダー #12 小川大輝

ポジション診断
君に最適なポジションを診断しよう！

背が高い
はい→2へ
いいえ→６へ

ふくよかだ
はい→3へ
いいえ→10へ

鬼ごっこは逃
げたい
はい→7へ
いいえ→8へ

パワー派
→Cへ
スピード派
→Dへ

頭脳派だ
はい→4へ
いいえ→5へ

ぶっとばしたい
はい→Eへ
いいえ→Fへ

体は丈夫だ
はい→Gへ
いいえ→9へ

ボールを捕る
ことが得意だ

はい→Bへ
いいえ→Aへ

START 2 3 4

5 6 7 8

I:SF K:WRJ:QB

F:TBE:FB

1対1の駆け
引きが好き
はい→Hへ
いいえ→Iへ

肩が強い
はい→Jへ
いいえ→11へ

目立ちたい
はい→Kへ
いいえ→6へ

11109

A:OL B:TE C:DT D:DE

H:CBG:LB
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ポジション紹介

STAFF

Manager

Trainer

TRにおいて1番大切なことは、プレイヤーが常にベストなコンディ
ションで試合に臨めるように努めることです。そのために、練習内での
ランメニューやサーキットをはじめ、ウエイトや体重管理など、プレイ
ヤーの身体面をあらゆる角度からサポートしています。さらに、1部
リーグで戦うことができる今年度、両面で試合に出続ける体力、格上の
選手に負けない筋力の増強が必要不可欠です。そのため、常に最終的な
目標を見据え、そこに繋がるようなトレーニングを行い、チーム全体を
鍛え上げます。プレイヤーの成長を直に感じられる環境に感謝しながら、
あらゆる知識を貪欲に吸収し、全てチームに還元していきたいと思いま
す。

TRリーダー #028 春木琴美

マネージャーは、チーム運営の基盤を担うパートです。会
計やチームウェア管理、広報、大学関連など多岐にわたる仕
事を担当しています。
今年はプレーヤーが日々の練習に集中して取り組むことの

できる環境を完璧に整え、チームの代表として個人の仕事に
責任を持ち、一人一人がチーム運営のエキスパートとして活
躍します。

MGリーダー #039 栗本夏帆
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Analyzing Staff

ASは、スタッフの中でも戦略分析に特化したパートです。
主に対戦相手の過去の試合からデータを取り、対戦校の選手のスキ
ルや弱点などを調べたりしています。このデータを選手に共有する
ことで選手が戦いやすくなります。戦略が勝敗に大きく関わるアメ
フトでは、こういったASの仕事は必要不可欠です。
また、MGやTRのようなプレイヤーのサポートに徹するというより
かは、「プレイヤーとともに戦っている」という感覚が味わえる
パートです。
今年もより一層『チームの頭脳』として全力を尽くしていきます。

ASリーダー #08 母袋利輝也

トートバッグ
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保護者からのメッセージ・応援団紹介

主将保護者からのメッセージ

南山大学応援団リーダー部
南山大学応援団チアリーダー部
KOALAS

押忍、南山大学リーダー部部長の神
谷豪と申します。
私は、アメフト部さんとはまだ短い

期間しか応援させていただいておりま
せん。しかし、先輩に連れられて初め
ての応援で感じた、選手の皆さんや
OBOGの方々の情熱、そして勝利した時
に全員が一体となって感動を分かち
合っていたのを見た時、私も一緒に勝
利を喜びたいと強く思いました。
私はまだ2年目の若輩者ではあります

が、南山大学のアメフト部を応援団と
してエールを送ることができるのを誇
りに思います。
我々応援団、これからも全力で応援

させていただきますので、今後ともど
うぞよろしくお願いいたします！

こんにちは！2022年度応援団
KOALAS主将の林冴那と申しま
す。昨年からコロナ前のよう
にアメフト部さんの応援に行
かせていただく機会が増えて
きました。プレイヤーとス
タッフの皆さんが一丸と

日頃からチームを支えて頂いている監督、コーチ、ス
タッフOBの皆様
そして今年から応援をして頂いているスポンサーの皆様
感染症の流行も有る中、チームを支えて頂き感謝致しま

す。-2022年は今までの感染症の影響で選手の勧誘がうま
くできず、相手チームと比べると試合前から見劣りします
が勝負は数ではないところを見せて下さい。
保護者様に置かれましても高校までの部活のありかたと

異なる指導接触プレーも多く心配事が使えないと思います。
只、フットボールをやり通せば得られ事も多いはずです。
現メンバー君たちの筋肉のグラム当たりの単価は高い。

元が取れるようにいろいろ負けないで。

主将 池戸宏匡の保護者 池戸 秀吉

OB会長からのメッセージ

南山大学アメリカンフットボール部 OB/OG会会長 谷口浩司 （南山大学79年卒）

2022年イヤーブックに寄せて

日頃はCRUSADERSに多大なるご支援・ご協力をいただ
き厚くお礼申しあげます。長引くコロナ禍は様々なものに
深刻な影響を落としCRUSADERSにとっても2年間の入部者
の減少、練習時間、場所の制限など不自由な状況を強いら
れてきました。
そんな中で昨年は2部優勝、１部昇格という大変うれしい

結果にたどり着いたことはOB・OGを代表して選手・ス
タッフ、監督、コーチには改めてお祝いとお礼を申し上げ
ます。3月には3年ぶりに納会を開き健闘を称えました。
OB・OGはじめ来賓はなく飲食もない形での会でしたが、
集会が認められなかった大学の中では先陣を切ったものと
なりました。

社会保険労務士事務所

厚生労働省認可
労働保険事務組合

中日労研

社会保険労務士

田 畑 彰 悟

〒470-1112 豊明市新田町南山68-4
(0562)95-4398
携帯 090-7431-6392
E-mail：tabacb29.30.23@gmail.com
HP：http://www.ytabata.com

継承

なって勝利に向かう姿を拝見し、いつもた
くさんのパワーをいただいています。また、
諦めないことの大切さやチームとして団結
して一つのことをやり遂げる素晴らしさな
ど、皆さんの姿を通して学ぶことがたくさ
んあり、応援団として成長するキッカケも
たくさんいただいています。そんな素敵な
皆さんを応援できることを、応援団一同い
つも大変嬉しく思っています。まだまだ予
断を許さない状況ではありますが、皆さん
の一部リーグでの更なるご活躍を少しでも
支えられるよう、これからも一生懸命活動
して参りますので、今後ともどうぞ宜しく
お願い致します。

今年は上南戦も3年ぶりに行われました。今年開かれないと現役の経験者
が誰もいなくなるという切迫感の中、何とか開くことができたのは60年以上
続くこの行事への両校の意気込みの賜物でした。ちなみに上智大学と南山大
学は日本で2校しかない男女共学のカトリック教会経営の大学でどちらもス
ポーツにおいてセレクションをしない立場の大学です。
昨年よりOB・OG会もより強いサポートができるように企業スポンサー集

めをはじめOB・OGへのより密な連絡手段への取り組みなど徐々にではあり
ますができることから改善をしております。現役だけでなくOB・OG会も再
起を期して進んでいくことになりますのでより多くの人々に応援をいただけ
る価値あるCRUSADERSとなる事を望む次第です。
納会に続いて開く予定で進めていた夏の激励会は感染の再拡大もあり中止

としましたが、秋季リーグの観戦が認められれば多くの方にご来場の上ご声
援いただきますようお願い申し上げます。



保護者からのメッセージ・応援団紹介

主将保護者からのメッセージ

南山大学応援団リーダー部
南山大学応援団チアリーダー部
KOALAS

押忍、南山大学リーダー部部長の神
谷豪と申します。
私は、アメフト部さんとはまだ短い

期間しか応援させていただいておりま
せん。しかし、先輩に連れられて初め
ての応援で感じた、選手の皆さんや
OBOGの方々の情熱、そして勝利した時
に全員が一体となって感動を分かち
合っていたのを見た時、私も一緒に勝
利を喜びたいと強く思いました。
私はまだ2年目の若輩者ではあります

が、南山大学のアメフト部を応援団と
してエールを送ることができるのを誇
りに思います。
我々応援団、これからも全力で応援

させていただきますので、今後ともど
うぞよろしくお願いいたします！

こんにちは！2022年度応援団
KOALAS主将の林冴那と申しま
す。昨年からコロナ前のよう
にアメフト部さんの応援に行
かせていただく機会が増えて
きました。プレイヤーとス
タッフの皆さんが一丸と

日頃からチームを支えて頂いている監督、コーチ、ス
タッフOBの皆様
そして今年から応援をして頂いているスポンサーの皆様
感染症の流行も有る中、チームを支えて頂き感謝致しま

す。-2022年は今までの感染症の影響で選手の勧誘がうま
くできず、相手チームと比べると試合前から見劣りします
が勝負は数ではないところを見せて下さい。
保護者様に置かれましても高校までの部活のありかたと

異なる指導接触プレーも多く心配事が使えないと思います。
只、フットボールをやり通せば得られ事も多いはずです。
現メンバー君たちの筋肉のグラム当たりの単価は高い。

元が取れるようにいろいろ負けないで。

主将 池戸宏匡の保護者 池戸 秀吉

OB会長からのメッセージ

南山大学アメリカンフットボール部 OB/OG会会長 谷口浩司 （南山大学79年卒）

2022年イヤーブックに寄せて
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の減少、練習時間、場所の制限など不自由な状況を強いら
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諦めないことの大切さやチームとして団結
して一つのことをやり遂げる素晴らしさな
ど、皆さんの姿を通して学ぶことがたくさ
んあり、応援団として成長するキッカケも
たくさんいただいています。そんな素敵な
皆さんを応援できることを、応援団一同い
つも大変嬉しく思っています。まだまだ予
断を許さない状況ではありますが、皆さん
の一部リーグでの更なるご活躍を少しでも
支えられるよう、これからも一生懸命活動
して参りますので、今後ともどうぞ宜しく
お願い致します。

今年は上南戦も3年ぶりに行われました。今年開かれないと現役の経験者
が誰もいなくなるという切迫感の中、何とか開くことができたのは60年以上
続くこの行事への両校の意気込みの賜物でした。ちなみに上智大学と南山大
学は日本で2校しかない男女共学のカトリック教会経営の大学でどちらもス
ポーツにおいてセレクションをしない立場の大学です。
昨年よりOB・OG会もより強いサポートができるように企業スポンサー集

めをはじめOB・OGへのより密な連絡手段への取り組みなど徐々にではあり
ますができることから改善をしております。現役だけでなくOB・OG会も再
起を期して進んでいくことになりますのでより多くの人々に応援をいただけ
る価値あるCRUSADERSとなる事を望む次第です。
納会に続いて開く予定で進めていた夏の激励会は感染の再拡大もあり中止

としましたが、秋季リーグの観戦が認められれば多くの方にご来場の上ご声
援いただきますようお願い申し上げます。



南山高校アメリカンフットボール部

▶主将あいさつ
こんにちは。僕たちは南山高校CRUSADERSです。
僕たちは一人前の男になることを目的に活動しています。今

年の春大会では、関西大会という大舞台で強いチームと戦うこ
とができ、とても良い経験と刺激を受けました。しかし、高校
3年生引退後の高校部員数は4人のため、現在のところ秋大会の
出場は厳しい状況です。来年の春の大会には今の中学三年生が
入部し、大会出場に十分な人数になります。来年の春の大会を
目標に気合を入れて練習していきたいと思っています。
今年の活動では、より一層南山CRUSADERSが大切にしてき

た、仲間との信頼関係や仲間に対する思いやりを大切にしてい
きます。中学生は、部員数も安定しているので以前の様なハー
ドな練習が出来る様になってきました。高校生と中学生が一丸
となって練習し、目標達成を目指していきます。
最後に僕たちの活動をサポートしてくださる先生方、保護者

の皆様、OBそして南山大学CRUSADERSの皆様への感謝の気持
ちを忘れずに日々精進していきます。これからもたくさんの応
援をよろしくお願いします。

高校代表 高井一磨

南山中学アメリカンフットボール部

僕たちはチーム「南山ＣＲＵＳＡＤＥＲＳ」として、関西の
強豪校に勝ち、全国優勝することを目指して、日々練習に励
んでいます。
近年は新型コロナウィルスの影響で、中学生は例年より少な
い練習の中、高校の先輩方に指導を受けながら、活動してい
ます。特に僕たち中学三年生は、高校生との合同練習が多く、
たくさんの刺激をもらい、色々な経験させてもらっています。
この春で高校三年生が引退し、部員が少なくなってしまいま
したが、高校二年生・一年生の先輩方と僕たち中学三年生が
一丸となってチームを牽引し、盛り上げていこうと思ってい
ます。
今年の夏休みには中学生活初となる厳しいが合宿が待ってい
ます。部員全員で励ましあい、楽しみたいと思います。そし
て、この合宿を機にチームワークを高め、秋大会に向けて頑
張っていきたいと思っています。
いつもサポートありがとうございます。精一杯頑張ります。
応援よろしくお願いします。

中学主将 安部嵩人

▶主将あいさつ
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OSSAN CRUSADERS南山小学校フラッグフットボールチーム

▶あいさつ
南山大学付属小学校ではアフタースクールにてフラッグフットボール講座を開講していま
す。そこで南山大学アメリカンフットボール部の全面なる協力をいただき、毎週月曜日の
授業後、部員のみなさんに直接指導していただいております。 部員のみなさんは子供た
ちの指導内容やプログラムを毎週計画することで、大学で入部してくるアメフト経験のな
い学生への指導方法などを学び、子供たちに対して競技への楽しさを感じてもらう。簡単
にいえば「あこがれのお兄ちゃん」になってもらい、ちかい将来、南山大学でアメリカン
フットボールに携わる子どもがひとりでも増えてきてくれることを目標として頑張ってお
ります。

▶あいさつ
2012年に誕生したOSSAN CRUSADERSも今年で10周年。平均年齢40代後半のメン
バーがほとんどですが現役クルセイダーズに恥ずかしくないようなプレーを目指し頑
張っています。また今年は南山大学OB単体チームでも全国大学OBフラッグフット
ボール選手権にて準決勝進出全国ベスト4の戦績を残しました。

オッサン クルセイダーズ

OSSANCRUSADERS戦績
2018年 日本選手権 3位
2019年 日本選手権 準優勝
2020年 東海地区優勝 （日本選手権コロナのため中止）
2021年 日本選手権 3位
2022年 日本選手権東海地区予選 準優勝
2022年 東海地区オープン大会 優勝
南山大学OBチーム ハドルボウル2022 シニアカテゴリー
1回戦 対日本大学フェニックス 20対13 〇
2回戦 対青山学院大学 41対0 〇
準々決勝 対慶応大学 20対13 〇
準決勝 対法政大学 19対33 ●
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南山大学からのメッセージ

2019年度末から続くコロナ禍が学生生活に大きな影を落
とす中、アメリカンフットボール部は、なかなか思うよ
うに活動ができず、この1年半余を大変苦しい思いで過
ごされてきたことと思います。
人は、苦しくなると、自らの内にではなく外に原因を

求めたくなることがありますが、そのような姿勢でいる
限り、進むべき道は見つからないと思います。コロナ禍
という外的要因に苦しめられながらも、自らが何をやれ
るか、また、何をやるべきかを考え、目標を持ち、精進
することが大切です。このようなことを思いながら、部
の公式Webサイトを開いてみると、苦しかった2020年の
経験を糧に、「1部昇格」とともに「リーグ戦を圧倒し
た上で入替戦に勝利する」という願いをも込めた「奪
還」の目標を語る、主将の鈴木さんの力強いメッセージ
が目に留まりました。苦しい1年を経験したからこそ見
出された「奪還」という目標を、ぜひ大切にして下さい。
そして2021年度、アメリカンフットボール部の皆さん

一人ひとりが、「奪還」の目標を胸に掲げ、コロナ禍と
いう逆境をものともせず、力を合わせて活動してほしい
と思います。その先にこそ、光があると信じます。目標
に向かって、着実な歩みを期待しています。

昨年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が続く中で、
いろいろな制限がかけられた活動しかできないという状況にも
関わらず、3年ぶりに１部リーグ昇格ができたのは大変立派な成
績でした。今年度は「継承」というスローガンを掲げ、先輩た
ちが作り上げてきたものを受け継ぎ、東海1部リーグ上位3校に
入る目標を掲げているとのこと、大いに応援します。南山大学
が大事にしている多様性の下で、自分の個性を他者と分かち合
い、他者の個性から学び合うことによって、さらに豊かな人生
を発見することができるということを、日々の練習や試合での
プレーを通して、チームの仲間と共に経験していると思います。
自分の価値を発見し、自分の個性を発揮しながら、同じゴール
に向かって皆で力を尽くすことは、言葉では言い表せないほど
の喜びと充実感があるでしょう。皆さんの活躍と成功を心から
祈っています。

昨年度は、1部リーグへの昇格を果されたとのことで、おめでと
うございました。コロナ禍の様々な制約がある中で、選手の皆
さんが奮闘するとともに、保護者やOB・OGの皆様が一丸と
なって支えてくださったことで成し遂げた成果だと思います。
今年度は、チームのこれまで経験や知識を継承しつつ、1部リー
グ上位3校に入ることを目標にされていますが、ぜひその目標を
達成して頂きたく、学生部としても応援をしております。現状、
コロナ禍という難しい状況はしばらく続いていきます。感染拡
大防止のために、引き続き活動には色々な制限が加わると思い
ます。加えて、そのときの感染状況によっては試合において主
力選手が欠けることもあると思います。そういった状況の中で
も、継続的に勝利を得られるよう、選手層を厚くするとともに、
“with コロナ”の時代に適応した強いチームを作ってください。
ところで、学生部長が実際に会場に応援に行く試合としては上
南戦があります。今年度も応援に行きましたが、残念な結果と
なりました。来年度は上智大学が会場となります。アウェイな
ので、やや不利かもしれませんが、1部昇格の勢いを維持して、
ぜひ雪辱を晴らしてください。アメフト部のますますの成長と
活躍を期待しております。

“Withコロナ”の時代のチーム作りを

南山大学 学生部長挨拶

南山大学 学長挨拶

南山大学学生部長

吉田敦

南山大学長

ロバート・キサラ

Crusadersを常日頃から応援してくださっている皆さまにまずは御礼申し上げます。

昨年度のわがCrusadersは、チーム一丸となって東海学生2部リーグから1部リーグに
昇格を果たすことができました。今年度は、昨年度における先輩たちの努力のうえに、
東海優勝を目標に努力を始めています。今年のスローガンは、『Build Up』だそうで
すが、まさしくスローガンの通りに先輩たちが築き上げた伝統を受け継いで、さらに
それを伸ばしていくようチームを作り上げるまさに『Build Up』が求められることに
なるかと思います。残念ながら、昨今の新型コロナの蔓延により、クラブ活動は大き
く制約を受け、新入部員の獲得もままならなくなっているものと聞いております。そ
のような困難も先輩たちの経験を踏まえて、乗り越えていっていただきたいと思いま
す。今年も困難を乗り越えて、良い結果になることを願ってやみません。
毎年のように言っていることですが、このような『Build Up』のためには、現役の部
員たちの努力も必要ですが、大学側の支援、さらには監督はじめコーチングスタッフ
の皆さま、OB・OGの方々、そして保護者の皆さまにも、いろいろとご支援ご協力
をお願いすることになろうかと思います。これらいろいろな力を結集しなければ、こ
の困難の状況を克服していき、さらなる発展をしていくことができません。お忙しい
なか誠に恐縮ですが、現役学生たちの努力を無駄にしないためにも、今後とも、ご協
力とご支援をお願いしたいと思います。
今後とも、皆さんの後押しがどうしても必要となる場面が起こることでしょう。
なにとぞCrusadersのためにより一層の後押しをよろしくお願いします。

南山大学アメリカンフットボール部部長
伊藤 司（法科大学院教授）
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活躍を期待しております。
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南山大学 学生部長挨拶

南山大学 学長挨拶

南山大学学生部長

吉田敦

南山大学長

ロバート・キサラ

Crusadersを常日頃から応援してくださっている皆さまにまずは御礼申し上げます。

昨年度のわがCrusadersは、チーム一丸となって東海学生2部リーグから1部リーグに
昇格を果たすことができました。今年度は、昨年度における先輩たちの努力のうえに、
東海優勝を目標に努力を始めています。今年のスローガンは、『Build Up』だそうで
すが、まさしくスローガンの通りに先輩たちが築き上げた伝統を受け継いで、さらに
それを伸ばしていくようチームを作り上げるまさに『Build Up』が求められることに
なるかと思います。残念ながら、昨今の新型コロナの蔓延により、クラブ活動は大き
く制約を受け、新入部員の獲得もままならなくなっているものと聞いております。そ
のような困難も先輩たちの経験を踏まえて、乗り越えていっていただきたいと思いま
す。今年も困難を乗り越えて、良い結果になることを願ってやみません。
毎年のように言っていることですが、このような『Build Up』のためには、現役の部
員たちの努力も必要ですが、大学側の支援、さらには監督はじめコーチングスタッフ
の皆さま、OB・OGの方々、そして保護者の皆さまにも、いろいろとご支援ご協力
をお願いすることになろうかと思います。これらいろいろな力を結集しなければ、こ
の困難の状況を克服していき、さらなる発展をしていくことができません。お忙しい
なか誠に恐縮ですが、現役学生たちの努力を無駄にしないためにも、今後とも、ご協
力とご支援をお願いしたいと思います。
今後とも、皆さんの後押しがどうしても必要となる場面が起こることでしょう。
なにとぞCrusadersのためにより一層の後押しをよろしくお願いします。

南山大学アメリカンフットボール部部長
伊藤 司（法科大学院教授）



2020年 法学部法律学科卒業
現役時ポジション：LB

そのためお互いに厳しい言葉を投げかけることも多々あり、心が折れることもあ
りました。ですがそんなときに支えてくれる仲間がCRUSADERにはいます。互い
を高め合い、ときには支え合いそして勝利に向けてひたむきに突っ走れる環境が
ここにはあります。プレッシャーや制限もなくただ単に楽しむことは大学を卒業
してからでも十分にできます。ただ、本気で取り組むことで得られる楽しさとは
わけがちがいます。

私は今年社会人3年目になりましたが、引退して改めて思うことは、アメフト部に
入部してよかったということです。なぜなら信頼できる仲間ができ、自分はこん
だけのことをやってきたんだからこれから先どんな困難があろうとも乗り越えて
いく自信を得られたからです。実際現役のときに失敗したり、辛い思いをしたり
もしましたが全て自分の糧となっています。

アメリカンフットボールは全部オールマイティーにできなくても、何か一つでも
特化したものを発揮することができれば活躍することができるスポーツです。何
もできない何ももってないなんて人はいないし、気持ちが人一倍強いというだけ
でも強みになります。新型コロナウイルスにより生活様式も変化し、学生の皆さ
んにとってはより制限がかかる世の中になってしまいましたが、その中で自分達
で考えてやれることを精一杯やり、とことん自分の強みを追求し、悔いがないよ
うな学生生活を送れることを願っています。

ネクストフィールド
OBからのメッセージ

加藤瀬成 名古屋鉄道株式会社

カレー＆丼ショップ マリオ
マリオの名物！ 肉吸い定食 650円

カツカレー 800円
カツ丼 650円

杁中交差点西 500m TEL 052-835-7277

私は最後の学生生活、今しかできないことに打ち込
みたい、そして勧誘のときに自信をもって熱い話を
してくれる先輩方のようになりたいと思いアメリカ
ンフットボール部への入部を決めました。
もちろん所属しただけで先輩方のようになれるわけ
ではなく、楽しいことばかりではありませんで
した。アメフトは全員で一つのプレーを作り上げる
スポーツです。そのためには各々が個人の役割を果
たす必要があり、誰か一人でもミスをすればプレー
が崩れてしまいます。

名古屋商科大学
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ご協力いただいた皆様（敬称略・順不同）

編集後記

QBクラブ
フェリーチェ山手
牡丹亭
マリオ
Barbershop BOLERO
株式会社サーモエンジニアリング
CBCテレビ 未来つなぐproject
HIKARI holdings
第一楽器 植田店
萱場コンクリート工業株式会社 （75生 谷口浩司）
丸半運輸株式会社 （76生 小栗康義）
油そば専門店 歌志軒 （81生 斎藤嘉久）
どて焼き 島正 （93生 喜邑竜治）
84生・山本昌樹
87生・西澤雄一
株式会社インシュアランスサービス （90生 池谷悟）
93生・岩間英輔
ヤマウチ写真場 （04生 山内盛雅）
TABATA社会保険労務士事務所 （10生 田畑彰悟）

日頃より、弊部に多大なるご支援、ご声援をいただき、誠にありがとうございます。
今年度のCRUSADERSのチームスローガンは「Build Up」です。
私たちCRUSADERS一同は、日頃から応援してくださる保護者やOB・OG、大学関係者の皆様、

ご協賛いただきました皆様に、受け継がれるCRUSADERSの伝統を継承し、一部リーグで戦い
抜けるようなチームに築き上げた集大成を、秋季リーグでお見せしたいと思っております。
私たち広報部は、イヤーブックがその手段の一つとなることを目標に作成して参りました。
このイヤーブックを通して皆様にCRUSADERSをより一層知っていただき、秋季リーグ戦を

我々2022CRUSADERSと戦っていただければ幸いです。
最後になりましたが、イヤーブック作成にあたり、ご協力いただいた皆様に、部員一同を

代表して心より御礼申し上げます。

今後とも南山大学CRUSADERSをよろしくお願いいたします。
MG #016 今井七葉
MG #038 大下紗采
MG #099 坂本百菜

CRUSADERS
発行：南山大学アメリカンフットボール部

〒466-8673 名古屋市昭和区山里町18
HP：http://www.crusaders.jp
お問い合わせ：mgr_crusaders@yahoo.co.jp
発行日：2022年8月26日

編集スタッフ
責任者：監督 近藤賢一
スタッフ：今井七葉 大下紗采 坂下百菜
写真協力：ヤマウチ写真場
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